
令和６年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 学期に１回以上「いのち」をテーマにしたり、児童の自己肯定感が高まったりする授業に取り組んだ教員が９０％以上 4 「自分や周りの人を大切にして生活しようとする気持ちが高まった」と答えた児童が９０％以上

3 学期に１回以上「いのち」をテーマにしたり、児童の自己肯定感が高まったりする授業に取り組んだ教員が８０％以上 3 「自分や周りの人を大切にして生活しようとする気持ちが高まった」と答えた児童が８０％以上

2 学期に１回以上「いのち」をテーマにしたり、児童の自己肯定感が高まったりする授業に取り組んだ教員が７０％以上 2 「自分や周りの人を大切にして生活しようとする気持ちが高まった」と答えた児童が７０％以上

1 学期に１回以上「いのち」をテーマにしたり、児童の自己肯定感が高まったりする授業に取り組んだ教員が７０％未満 1 「自分や周りの人を大切にして生活しようとする気持ちが高まった」と答えた児童が７０％未満

4 全員の教職員が、いじめアンケートの丁寧な聞き取りと分析、対応を行った。 4 友達にいじめや意地悪なことをせず、仲良くすることができた児童が90％以上。

3 いじめアンケートの丁寧な聞き取りと分析、対応を行った教職員が95％以上。 3 友達にいじめや意地悪なことをせず、仲良くすることができた児童が80％以上。

2 いじめアンケートの丁寧な聞き取りと分析、対応を行った教職員が90％以上。 2 友達にいじめや意地悪なことをせず、仲良くすることができた児童が70％以上。

1 いじめアンケートの丁寧な聞き取りと分析、対応を行った教職員が90％未満。 1 友達にいじめや意地悪なことをせず、仲良くすることができた児童が70%未満。

4 授業や家庭内での対話的活動を通して、児童の課題解決力・表現力の向上に取り組んだ教員が90％以上 4 「自分の考えをもち、進んで話すことができた。」と答えた児童が９０％以上

3 授業や家庭内での対話的活動を通して、児童の課題解決力・表現力の向上に取り組んだ教員が80％以上 3 「自分の考えをもち、進んで話すことができた。」と答えた児童が8０％以上

2 授業や家庭内での対話的活動を通して、児童の課題解決力・表現力の向上に取り組んだ教員が70％以上 2 「自分の考えをもち、進んで話すことができた。」と答えた児童が7０％以上

1 授業や家庭内での対話的活動を通して、児童の課題解決力・表現力の向上に取り組んだ教員が70％未満 1 「自分の考えをもち、進んで話すことができた。」と答えた児童が7０％未満

4 体力・運動能力の向上を意識した授業や活動に取り組んだ教員が90％以上 4 「自分からすすんで、身体を動かす活動に取り組むことができた」と答えた児童が９0％以上

3 体力・運動能力の向上を意識した授業や活動に取り組んだ教員が８0％以上 3 「自分からすすんで、身体を動かす活動に取り組むことができた」と答えた児童が８0％以上

2 体力・運動能力の向上を意識した授業や活動に取り組んだ教員が７0％以上 2 「自分からすすんで、身体を動かす活動に取り組むことができた」と答えた児童が70％以上

1 体力・運動能力の向上を意識した授業や活動に取り組んだ教員が７０％未満 1 「自分からすすんで、身体を動かす活動に取り組むことができた」と答えた児童が70％未満

4 地域人材と連携を図り、自然体験や稲作体験、学年園活動に取り組んだ教員が90％以上 4 「自然や植物について地域の方と一緒に学び、学んだことを地域や家庭へ発信できた。」と答えた児童が90％以上

3 地域人材と連携を図り、自然体験や稲作体験、学年園活動に取り組んだ教員が80％以上 3 「自然や植物について地域の方と一緒に学び、学んだことを地域や家庭へ発信できた。」と答えた児童が８0％以上

2 地域人材と連携を図り、自然体験や稲作体験、学年園活動に取り組んだ教員が70％以上 2 「自然や植物について地域の方と一緒に学び、学んだことを地域や家庭へ発信できた。」と答えた児童が７0％以上

1 地域人材と連携を図り、自然体験や稲作体験、学年園活動に取り組んだ教員が70％未満 1 「自然や植物について地域の方と一緒に学び、学んだことを地域や家庭へ発信できた。」と答えた児童が70％未満

★重点計画の概要

健康

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

様々な人と関わる体験を重ね
ることにより、互いに思いや
りや助け合う態度を育み、い
じめをせず、自他の命や多様
性を尊重し、自己肯定感を高
める教育活動を実践する。

自分自身を大切にし、
人の気持ちを考え、優
しさと思いやりの心を
もち行動できる児童の
育成。

いの
ち

地域

地域とつながる教育活
動を通して自己有用感
を味わわせ、社会の一
員としての自覚と実践
力の育成を図る。

地域をステージとした生活科・総合的な学習
の時間の学習を中心として、対話的活動を展
開することで、児童の課題解決力を高め、他
者との協働性を育む。

授業、家庭学習を通して、一律一斉の学びか
ら自分に合った多様な学びと学び方の習得を
する。

地域参画型の教育活動や地域
人材を活用した体験学習等、
地域をステージとした学びを
充実させ、保護者・地域と共
にわくわくが広がっていく環
境をデザインする。

総合的な学習の時間や生活科等、SDGsカレンダー
に基づき教科横断的に学びの充実を図り、持続可能
な社会の実現に向けて地域と連携して教育活動に取
り組む。
・１・２年生は、地域の方々から生き物や学級園で
の植物との触れ合い等について学び、学習のまとめ
を発表する。
・３・４年生は、地域の方々から生き物や学級園で
の植物の育て方等について学び、学習のまとめを発
表する。
・５年生は、地域の方々から田植え作業の流れを学
び、実践、学習のまとめを発表する。
・６年生は、地域の課題を知り自分たちでできるこ
とを考え、活動することで地域愛を育み、地域の
方々へ発信する。
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・自分たちの身近な環境にまずは目を向け、一律
一斉の学びから課題解決型の対話的活動はとても
良い試みであり、児童の主体性が育つと思う。
・児童が積極的に対話的活動をしており、グルー
プ学習の成果が表れていると感じた。
・畑、芝生・ビオトープ整備など、保護者や地域
の方も参加して取り組むテーマがあったのはよ
かった。6年生からは主体的に「PTAと協力して
地域とのイベントをやりたい」という声があり、
実際に意見交換をすることができた。また、地域
のイベントで児童たちが積極的に活動する姿も見
られ、日々のPTAや地域の活動が児童たちに刺
激になっていることを実感した。学校だけでな
く、家庭や地域の活動の中にもたくさんの学びが
あることに気づいてもらえているのではないかと
思う。

・昨年度まで校内研究で取り組んだ対話的な活
動を生かし、今年度から生活科、総合的な学習
の時間にて「互いに認め合い、安心して表現す
る児童の育成」について研究をしている。児童
が外界に目を向け、地域に出て、また、五感を
使って感じ、考えたことを表現する活動を各学
年で行っている。その成果として、児童は地域
の人に見守られて生活していることに安心と感
謝の気持ちをもっている。さらに、高学年では
地域に貢献する活動を取り入れていきたい。
・教員が児童一人一人の学習状況を適切に把握
し、児童が自分に合った学び方ができるように
働き掛けている。欠席した児童への個別の対応
も継続する。

・今年度途中から設定したロング昼休み
に、多くの児童が校庭の芝生で走り回った
り、側転をしたり、集団遊びをしたりし
て、心地よく体を動かしている。
・６月に実施した体力調査から、本校の児
童の体力は全国平均より低く、都とほぼ等
しい。握力と投力は低く、これを向上させ
るよう、固定遊具を使った運動や握る動き
を日常生活に意識的に取り入れることをし
ていく。

・学年ごとに課題に取り組み、成果を上げている
ように見受けられた。地域に専門家がたくさんい
ることは滝合小の強みである。これからもコミュ
ニティ・スクールとして、たくさんの協力が得ら
れることを望む。
・児童への指導の模範となるよう、教員が実践し
て見せることが大切。教育活動の中でも特に地域
と連携した活動は、翌年度以降のことも考えて引
継ぎや作業を行ってほしい。
・地域と連携することが目的化しないように、児
童の変容を見取ることが大切だと思う。
・コミュニティ・スクールという形になり、試行
錯誤しながら定期的に委員会が開かれ、学校と地
域の様子が分かることが、一つの重要な要素で
あったと感じた。来年度はここを発車台に、更に
具体的な目標を立てやすくなるのではないか。希
望としては、ぜひ一部の教職員以外の皆様にも地
域に飛び出して欲しい。

・各学年が生活科、総合的な学習の時間、
各教科にて、地域や地域の人とつながるこ
とで児童が経験を通して学ぶことができ
た。また、次年度以降も地域人材を効果的
に活用していくことができるように、各学
年のリストを作成したので、次年度の学習
活動の参考にする。
・コミュニティ・スクールを生かした地域
連携を更に深めるために、各教職員の意識
を高めていくこと、保護者や地域へのコ
ミュニティ・スクールについての理解啓発
を図ることを進めていく。

心身共に健全な行動
力・体力の向上を図
り、児童の健康を増進
する。

体を動かす楽しさ・心地よさ
を味わわせる取り組みを充実
させることにより、生涯ス
ポーツの態度を養うととも
に、健康で安全な生活を送る
ための資質・能力を育む教育
活動を実践する。

パワーアップタイム（年３回）と、中休み、
週１回のロング昼休み等日常的な運動遊びを
通じて、スポーツに親しむ健康な子を育て
る。
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・休み時間を使っての運動への興味付けは
素晴らしい取組みです。
・市全体で児童の体力が低下しつつある。
中学校でも運動する・しない子の二極化が
進んでいる。
・児童の発達には特定のスポーツではな
く、遊びの中でたくさんの動きをすること
が重要と聞く。芝生のおかげで側転が上手
な子が多いというのはとても面白い現象だ
と思った。環境を与えれば児童はそれに合
わせて成長するという一例だろう。ボール
投げができない児童が多いということなの
でそういった遊びもできるといいと思う。

学び

日野市第３次学校教育
基本構想に基づく教育
活動を行い、みんなに
居場所や出番のある学
校をつくる。

一律一斉の学びから、自分を
知り相手を知り、自分たちで
考え、語り合いながら生み出
す学び合いと活動を実践す
る。
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・各学年や全校の教育活動において、児童
同士が対話や交流、協働することを通し
て、明るく自信をもって自己表現する機会
を増やしてきた。そのため、児童が友達の
思いやりや優しさに触れ、自他を大切にし
た言動が見られるようになってきた。
・来校者や保護者への挨拶は自信がないた
め声が小さく会釈がない場面がある。挨拶
や返事、言葉遣いはよい人間関係づくりの
基本となるため、指導を続けていく。

校内委員会、特別支援コーディネーター、い
じめ対策委員会、スクールカウンセラー等と
連携し、組織的ないじめの未然防止、早期発
見、早期解決を図る。
生活アンケート（４月、９月）とふれあい月
間のいじめアンケート（6月、11月、２月）
を行い、気になる児童への丁寧な聞き取り
と、全職員での早期対応を行う。
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・児童会を中心とした縦割り班活動の工夫や学校の
相談機能の組織化が、校内にいじめのない風土をつ
くると思う。
・「思いは見えぬが、思いやりは見える」とよく言
われる言葉である。いじめ対策には大切なことだと
思う。
・仲間外れという場面を見かけた際に理由を聞いて
みると、「こういう嫌なことをされた。」、「嘘を
つかれた。」など単純に割り切れない児童の関係が
見えた。解決に至らないまでも、今後もじっくりと
話を聞く環境をつくっていこうと考えている。
・学級という集団の中でトラブルが起きるのは当然
だと思う。児童は学校では頑張ってしまうだろう
し、教員の負担を考えると学校だけで解決すること
も難しいと想像する。いじめ防止や親子のふれあい
について、保護者も含め、改めて学ぶ機会があって
も良いと思う。

・いじめ対策委員会の組織を生かし、不登
校や登校しぶり、いじめ等の未然防止、早
期発見、早期解決につながる迅速な動きが
あった。今後はさらに児童のSOSに早期に
気付き、具体的に対応をすることができる
ようにする。
・学校教育の特徴である「集団性」を高め
るために、児童の表現や対話の場を増やし
「集団の場」を楽しませ、多様性を認め合
い、個性や対人性を伸ばしていく。また、
保護者会やPTAの活動等の機会を生かし
て、保護者同士のつながりや地域の児童を
共に育てる機運を醸成する。

評価点

特別な教科道徳、特別活動、総合的な学習の
時間を中心に、児童が互いの存在をあたたか
く認め合い、明るく自信をもって自分を表現
していく教育活動を行う。
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〇　すべての“いのち”を守り、育む教師
〇　子供一人一人を大切にした温かい学級をつくる教師
〇　地域をステージにした、主体的で対話的な深い学びを展開できる教師
〇　特別支援教育の専門的な知識や技能を身に付けた教師

・人との関わりを大切にし自他を尊重する気持
ち、周りの人たちとの協働の精神を培うことが重
要である。小中連携をして自己肯定感を育ててい
きたい。
・児童の言葉遣いが気になることがある。穏やか
な様子のときには丁寧な言葉遣いができており、
態度と言葉遣いは連動しているようだ。引き続き
注意をしていきたい。
・人との関わりの第一歩として「挨拶」を児童同
士、来校者、地域の方々へ広げ、「挨拶の輪」を
形成していってほしい。
・音楽集会等、表現活動が日常的に取り入れられ
ているという話があり、児童たちの豊かで自由な
表現がしやすい環境になったと感じた。６年生の
総合的な学習の時間では、児童が自由に発想し、
意見を交わしている姿を見ることができた。

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

　日野市第3次学校教育基本構想に基づき、学校経営目標を「みんなに居場所や出番がある学校」とし、“いのち”を守る・対話でつながる・未来を創造する
児童を育む。

　【めざす教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策
評価点

「未来を創造する子」　◎自ら考え学ぶ子（重点目標）　　〇思いやる心をもち共に生きる子　　〇健康でたくましい子

　　　　　　　　令和5年度　日野市立滝合小学校経営重点計画　　　　　　　　　　　　 自己評価シート　

★学校教育目標

　【めざす児童・生徒像】

　【めざす学校像】

◎未来を創造する子　：「創造力」「対話力」「自己有用感」
○自ら考え学ぶ子（重点目標） ：「基礎・基本となる力」「課題発見解決力」「表現力・発信力」
〇思いやる心をもち、行動する子　：「豊かな感性・創造性」「人間関係形成力」「自己肯定感」
〇健康でたくましい子　：「心身ともに健康な体・行動力」「社会貢献力」

みんなに居場所や出番がある学校


